
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
四
号

二
〇
〇
〇
年
三
月

東
京
大
学
文
学
部
所
蔵
文
書
の
整
理
作
業
に
つ
い
て

文
学
部
所
蔵
文
書
調
査
団

一

整
理
作
業
の
発
足
ま
で

日
本
史
学
研
究
室
に
は
、
文
学
部
の
所
蔵

に
な
る
古
文
書

(広
義
)
の
現
物
多

数
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
大
半
は
、
法
文
二
号
館

一
階
の
研
究
室
に
あ
る
大

型
耐
火
金
庫
に
納
め
ら
れ
て
い
る
が
、
古
文
書
の
保
管
環
境
と
し
て
け

っ
し
て
好

ま
し
い
も
の
で
は
な
く
、
文
学
部
と
し
て
貴
重
書
庫
等
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

金
庫
の
容
積
も
不
足
し
て
お
り
、
『大
日
本
古
文
書
』

の
編
纂
に
か
か
わ
り
の
深

い
東
大
寺
文
書

・
観
世
音
寺
文
書
を
、
史
料
編
纂
所
の
古
文
書
室
に
、
西
大
寺
関

係
の
大
型
絵
図
類
と
、
修
理
が
済
ん
で
容
積

の
増
し
た
由
良
文
書
を
、
同
研
究
所

の
図
書
部
に
、
そ
れ
ぞ
れ
預
か
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る

(由
良
文
書
は

一
九
九
九

年
六
月
三
日
付
で
あ
ら
た
に
預
託
)
。

先
行
す
る
文
学
部
所
蔵
文
書

の
整
理

・
公

開
の
事
業
と
し
て
は
、
も

っ
と
も
ま

と
ま

っ
た
量
の
あ
る
長
福
寺
文
書
に
つ
い
て
、
石
井
進
教
授

(当
時
)
を
中
心
と

す
る
グ
ル
ー
プ
が
史
料
学
的
な
研
究
を
進
め
、
文
学
部
以
外
に
所
蔵
さ
れ
る
長
福

寺
旧
蔵
文
書
を
も
探
索
し
て
、
七
本
の
解
説

・
研
究
と
文
書

一
二
〇
〇
余
通
の
翻

刻
と
か
ら
な
る
石
井
進
編

『長
福
寺
文
書
の
研
究
』
と
し
て
、

一
九
九
二
年
に
山

川
出
版
社
か
ら
公
刊
し
た
。
ま
た
、
高
田
陽
介
人
文
社
会
系
研
究
員
が
、

一
九
九

六
年
度
に
結
城
白
川
文
書
を
調
査
し
て
、
文
書

一
点
ご
と
の
カ
ー
ド
を
作
成
し
て

い
る
。
さ
ら
に

一
九
九
九
年
五
月
、
上
杉
家
関
係
の
文
書
写

(冊
子
本
)
で
あ
る

『謙
信
公
御
書
集
』

『覚
上
公
御
書
集

・
上
』
『同

・
下
』
が
、
影
印
本
と
し
て
、

史
料
編
纂
所
山
田
邦
明
氏
の
解
説
を
付
し
て
、
臨
川
書
店
よ
り
刊
行
さ
れ
た

(本

誌
前
号
の
山
田
氏
論
文
参
照
)
。

文
学
部
所
蔵
文
書
の
現
状
は
、
文
書
群
ご
と
に
異
な
る
が
、
か
な
り
傷
ん
で
い

る
も

の
も
あ
り
、
す
え
な
が
い
保
存
の
た
め
に
し
か
る
べ
き
処
置
を
必
要
と
す
る

も

の
が
多

い
。
た
だ
し
、
燃
蒸

の
う
え
で
金
庫
に
納
め
た
の
で
、
破
損

の
進
行
は

く

い
と
め
ら
れ
て
い
る
。
近
年
よ
り
、
研
究
室

の
予
算
を
確
保
し
て
、
閲
覧
希
望

の
多

い
も
の
、
状
態

の
よ
く
な
い
も

の
か
ら
修
理
を
実
施
し
て
い
る
。

一
九
九
九

年
初
頭
の
時
点
に
お
い
て
、
斑
島
文
書

・
兵
庫
北
関
入
船
納
帳

・
相
模
文
書

・
寿

寧
院
文
書
と
、
由
良
文
書

の
う
ち
市
村
王
石
丸
代
後
藤
信
明
軍
忠
状

一
通
が
修
理
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ず
み
で
あ

っ
た
。
引
き
続

い
て
本
年
は
、
由
良
文
書
の
残
り
三
四
通
を
、
大
塚
巧

藝
社
を
通
じ
て
青
雲
堂
に
託
し
、
修
理
を
終
え
た
。

『長
福
寺
文
書

の
研
究
』
の
刊
行
と
、
由
良
文
書
等

の
修
理
を
契
機
と
し
て
、

文
学
部
所
蔵
文
書
の
全
体
を
把
握
し
、
諸
種

の
デ
ー
タ
を
情
報
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
将
来
に
お
け
る
修
理
や
公
開
に
備
え
る
こ
と

の
必
要
性
が
痛
感
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
文
学
部
所
蔵
文
書

の
全
体
を
対
象
と
す
る
文
書
整
理
作
業
を
発
足
さ
せ

る
こ
と
に
な
り
、

一
九
九
九
年
二
月
、
「文
学
部
所
蔵
文
書
調
査
団
」
が
、
村
井

を
代
表
と
し
て
、
日
本
史
学
専
攻

の
大

学
院
生
お
よ
び
史
料
編
纂
所

の
若
手
教
官

に
よ
り
組
織
さ
れ
た
。
同
年

一
二
月
ま

で
に
本
作
業
に
参
加
し
た
者

の
氏
名
を
掲

げ
る

(順
不
同
)
。
な
お
、
史
料
編
纂
所

前
川
祐

一
郎

・
久
留
島
典
子

・
末
柄
豊
、

宮
内
庁
書
陵
部
石
田
実
洋
の
各
氏
か
ら
随
時
指
導
を
受
け
た
。

文
学
部
教
官

"
村
井
章
介

史
料
編
纂
所
教
官

…
井
上
聡
、
菊
地
大
樹
、
高
橋
典
幸

大
学
院
生

・
学
部
学
生

・
研
究
生

…
藤
原
重
雄

(現
、
史
料
編
纂
所
)
、
佐

藤
全
敏

(現
、
文
学
部
助
手
)
宇
佐
見
隆
之

(現
、
大
阪
学
院
大
学
)
、
増

山
秀
樹

(幹
事
)
、
秋
山
哲
雄

(会
計
担
当
)、
橋
本
雄
、
三
枝
暁
子
、
伊
川

健
二
、
細
川
武
稔
、
有
馬
香
織
、
佐
藤
正
之
、
川
本
慎
自
、
榎
本
渉
、
申
美

那
、
西
田
友
広
、
二
子
登
、

エ
ル
キ
ン

・
ジ
ャ
ン
、
前
田
慶

一
、
木
下
聡
、

戸
谷
穂
高
、
遠
藤
珠
紀

二

文
学
部
所
蔵
文
書
の
概
要

文
学
部
所
蔵
文
書
の
入
手
経
路
は
お
お
む
ね
不
明
で
あ
る
が
、
国
史
学
科
に
お

け
る
古
代

・
中
世
史
や
古
文
書
学
の
講
義
の
た
め
に
、
市
場
に
お
い
て
購
入
さ
れ

た
も
の
が
大
部
分
で
あ
ろ
う
。
そ
の
内
訳
は
、
青
蓮
院
文
書

・
長
福
寺
文
書

・
結

城
白
川
文
書
等
、
お
お
む
ね
旧
所
蔵
者
ご
と
に
分
か
れ
た

「文
書
群
」
を
構
成
要

素
と
し
て
い
る
。
第
二
次
大
戦
以
前
に
購
入
さ
れ
た
分
に
つ
い
て
は
、
「東
京
帝

国
大
学
文
学
部
所
蔵
文
書
目
録
稿
」

一
冊
が
あ
り
、
全
体
像
を

つ
か
む
の
に
有
用

で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
現
状
把
握
に
便
宜
な
よ
う
に
、
金
庫
に
納
め
ら
れ
た
分
の
概
要
を

記
し
て
お
く
。
「第
何
段
」
と

い
う

の
は
、
金
庫
内

の
棚
に
上
か
ら
番
号
を
振

っ

た
も
の
、
〔

〕
で
括

っ
た
ゴ
チ
ッ
ク
の
数
字
は
、
「目
録
稿
」

へ
の
書
込
を
参
考

に
し
て
今
回
確
定
し
た

「文
書
群
番
号
」

で
あ
る
。

第

一
段
青
蓮
院
文
書

〔22
〕

第

一
類
宸

翰
拾
二
通

第
二
類

公
卿
文
書

(近
世
)

第
三
類

諸
侯

(大
名
)
之
部

第
四
類

尊
純
法
親
王
筆

第
五
類

詠
草

(天
正
～
寛
永
)

第
六
類

標
本

(近
世
)

第
七
類

(巻
子
3
巻
、
道
義

〔足
利
義
満
〕
書
状
14
通
他
)

第
八
類

(欠
名
)
(応
永
～
寛
文
)

第
二

段
斑
嶋
文
書

〔15
〕

2
巻

箱
入

雑
々
文
書
(
1
)
～
(
3
)〔31
〕

3
袋

大
田
庄
関
係
文
書

〔32
〕
1
袋

大
乗
院
日
記
目
録

(?
)
断
簡

〔
33
〕
4
枚

1
袋

影
写
本

2
括
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第
三
段
聖
教
作
法
抄
類
ノ
内

経
巻
目
録
以
下
十
八
点

1
袋

〔1
〕

聖
教
要
修
理

1
袋

加
藤
清
正
書
状

〔13
〕

1
巻

(袋
に

「雑
文
書
ノ
内
」
と
あ
り
)

第
四
段
雑
文
書

〔9
〕

第

一
括

1
-
7
止

(東
大
寺
、
東
寺
他
)

第
二
括

1
-
3
止

(巻
子

神
護
寺
、
法
華
寺
縁
起
他
)

第
三
括

(下
文
、
請
文
、
解
状
他
)

第
四
括

20
通

(印
可
印
信
印
明
類
)

第
五
括

1
-
8
止

(
諷
誦
文
、
請
定
、
勧
進
状
他
)

第
六
括

1
-
12
止

(売
券
、
譲
状
)

第
七
括

1
-
16
止

(請
取
状
、
坪
付
、
散
用
状
)

第
八
括

1
-
19
止

(書
状
)

第
九
括

1
-
8
止

(著
名
人
)

第
十
括

15
枚

(断
簡
)

第
五
段

結
城
白
川
文
書

〔19
〕

5
括

(
N
o
.
1
-
1
5
3

)

第
六
段

長
福
寺
文
書

〔8
〕

5
箱

〈茶
色

の
箱

〉

1

第

一
括
之

一

2

第

一
括
之
二

3

第
二

・
第
三
括

4

第
四

・
第
五
括

5

第
六

・
第
七

・
第
八
括

〈灰
色
箱
入
り
〉

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
所
蔵
文
書
目
録
稿

〔101
〕
1
冊

法
隆
寺
文
書

〔5
〕

1
括

東
寺
文
書

〔6
〕

1
括

大
徳
寺
文
書

〔7
〕

1
括

松
尾
社
文
書

〔12
〕

1
括

長
崎
文
書

〔14
〕

1
括

遍
昭
心
院
文
書

〔17
〕

1
括

千
福
文
書

〔18
〕

1
括

富
田
文
書

〔21
〕

1
括

石
上
神
社
神
宝
図

〔23
〕

1
巻

極
楽
寺
霊
宝
図
録

〔24
〕

1
冊

修
法
記
其
他
文
書
写

〔25
〕

6
点

第
七
段

(修
理
済
の
も
の
)

兵
庫
北
関
入
船
納
帳

〔1
〕
東
大
寺
文
書
第
10
括
の
内

1
帙

(紺
色
)
3
枚

相
模
文
書

〔16
〕

1
帙

(茶
色
)
21
通

寿
寧
院
文
書

〔11
〕

1
帙

(茶
色
)
5
通

第
八
段
〈左
の
箱
〉

写
真
焼
付

相
田
二
郎
氏
蒐
集
印
章
彙
纂

そ
の
他
古
い
写
真

・
雑
書
類

〈右
の
箱
〉

法
制
史
料

〔35
〕

(冊
子
物
)

建
武
二
年
記

1
帙

御
成
敗
式
目
仮
名
抄

1
冊
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貞
応
弘
安
式
目

・
新
式
目

1
冊

1
帙

新
加
制
式

・
沙
汰
未
練
書

1
冊

後
日
之
式
条

1
冊

1
帙

関
東
御
式
目

1
冊

御
講
釈
聞
書

・
建
武
式
目
註

1
冊

別
本
式
目
抄

1
冊

1
帙

式
条
制
作

1
冊

御
前
落
居
奉
書

2
冊
1
帙

御
成
敗
式
条

1
冊
1
帙

(「宝
玲
文
庫
」
朱
印
あ
り
)

第
九
段
〈右
〉

小
河
文
書

(近
代
)

〔20
〕

〈左
〉

上
杉
家
御
書
集

〔34
〕

(謙
信
公
)
御
書
集

1
帙

覚
上
公

(上
杉
景
勝
)
御
書
集

1
帙

な
お
、
別
置
さ
れ
て
い
る
史
料

の
文

書
群
番
号
は
、
東
大
寺
文
書
が

〔2
〕
、

観
世
音
寺
文
書
が

〔3
〕
、
由
良
文
書
が

〔10
〕
、
西
大
寺
関
係
絵
図
類
が

〔26
〕

で
あ
る
。
な
お
旧
目
録
の

〔4
〕
は
法
華
寺
縁
起
と
な

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

〔9
〕
雑
文
書
第
二
括
第
三
号
の

「法
華
寺
縁
起
写
」
と
同
じ
も

の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
旧
目
録

〔27
〕
の
法

華
経
集
験

記
は
、
所
在
が
確
認
で
き
な
か

っ
た
。

〔28
〕
か
ら

〔30
〕
ま
で
は
欠
番

で
あ
り
、
〔31
〕
以
降
が
今
回
あ
ら
た
に
付
し
た

文
書
群
番
号
で
あ
る
。

三

整
理
方
針
の
決
定

具
体
的
な
整
理
作
業

に
入
る
に
さ
き
だ

っ
て
、

一
九
九
九
年

二
月

二
二
日

(月
)
、
三
月
五
日

(金
)
、
三
月

一
六
日

(火
)
の
三
回
に
わ
た

っ
て
、
整
理
方

針
決
定
の
た
め
の
会
合
を
開
い
た
。

2
月
22
日

ま
ず
、
予
想
さ
れ
る
作
業
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
(
1
)

現
状
記
録
と
目
録
作
成
、
(
2
)
写
真
の
撮
影
及
び
整
理
、
(
3
)
釈
文
の
作
成
、
の
三
点

と
し
、
さ
ら
に
(
4
)
そ
れ
を
報
告
書
の
形
で
紹
介
す
る
こ
と
、
が
確
認
さ
れ
た
。
た

だ
し
、
前
述
の
よ
う
に

「長
福
寺
文
書
」
に
つ
い
て
は
調
査
が
終
了
し
そ
の
成
果

が
公
刊
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
史
料
編
纂
所
に
よ
る
写
真
撮
影
も

一
部
実
施
さ
れ
て

入
架
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ
れ
ら
従
前
の
調
査
と
の
連
関

を
考
慮
し
て
、
未
調
査
部
分
の
調
査
と
未
撮
影
部
分

の
撮
影
に
作
業

の
重
点
を
お

く
こ
と
を
決
定
し
た
。

3
月
5
日

先
行
す
る
代
表
的
な
文
書
調
査
で
使
用
さ
れ
た
調
書
様
式
を
持
ち

寄

っ
て
検
討
し
た

(西
田

・
榎
本
調
査
員
が
資
料
を
準
備
)。
参
考
に
し
た
の
は

以
下
の
も
の
で
あ
る
。

①
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
古
文
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

②
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

の
調
書
様
式

③
静
岡
県
史
中
世
部
会
の
調
書
様
式

④
東
京
大
学
文
学
部
所
蔵
文
書
調
査
力
ー
ド

(高
田
研
究
員
利
用
の
も
の
)

⑤
東
大
寺
文
書
調
査
力
1
ド

こ
れ
ら
の
調
書
様
式
は
そ
れ
ぞ
れ
利
点
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
的
に
項
目
が
簡

便
で
調
査
者
の
判
断
に
左
右
さ
れ
る
部
分
が
多
く
、
文
書
か
ら
得
ら
れ
た
諸
情
報

を
客
観
的
な
デ
ー
タ
と
し
て
保
存
し
て
い
く
た
め
に
は
、
不
十
分
な
点
が
あ
る
こ
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と
が
指
摘
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
を
土
台
と
し
て
、
今
回
の
調
査
に
合
う
形

で
の
調
書
様
式
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
、
項

目
の
設
定
が
議
論
さ
れ
た
。
検
討
対

象
と
な

っ
た
項
目
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

1
史
料
の
把
握
方
法

・
文
書
番
号
/
2
文
書
名

・
日
付
/
3
形
状
/
4
法
量

/
5
料
紙
/
6
差
出

・
充
所
/
7
端
裏
書
/
8
摘
要
/
9
刊
本

・
写
真
等
の

有
無
/
10
所
見
/
11
別
紙
の
有
無
/
12
釈
文

の
有
無

*
11

・
12
は
欄

外
に
記
載
。

1
文
書
番
号
に
つ
い
て

日
文
学
部
所
蔵
文
書
は
い
く
つ
か
の
文
書
群
に
分
か
れ

て
お
り
、
「東
京
帝
国
大
学
文
学
部
所
蔵
文
書
目
録
稿
」
の
目
次
部
分
に
は
、
後

筆
で
文
書
群
番
号
が
振
ら
れ
て
お
り
、
各
文
書
群
内

の
個
別
文
書
に
も
、
鉛
筆
で

ア
ラ
ビ
ア
数
字
の
文
書
番
号
が
与
え
ら
れ
て

い
る
も
の
が
あ
る
。
だ
が
実
際
に
文

書
を
開
い
て
み
る
と
、

一
つ
の
文
書
番
号
の
中
に
複
数
の
文
書
が
存
在
し
た
り
、

巻
子
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
り
、
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
既
存

の
番
号
で

は
処
理
出
来
な
い
問
題
に
直
面
し
た
。
他
方
現
状
維
持
の
観
点
か
ら
、
番
号
の
変

更
に
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
そ
の
解
決
策
が
図
ら
れ
た
結
果
、
文
書
群
と

文
書

の
聞
に

「括
」
を
設
定
し

(な
お
、
す
で
に

「括
」
が
与
え
ら
れ
て
い
る
も

の
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
生
か
す
こ
と
に
し

た
)
、

一
つ
の
文
書
番
号
中
に
複
数

の

文
書
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
枝
番
号
を
設
定
す
る
こ
と
で
決
着
を
み
た
。
ま
た
、

紙
背
文
書
の
場
合
に
は
枝
番
号
の
欄
に

「紙
背
」
と
記
入
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ

た
。
結
局
、
〔文
書
群
番
号
1

「括
」
番
号
ー
個
別
文
書
番
号
-
枝
番
号
〕
の
四

層
構
造
か
ら
な
る
文
書
番
号
を
設
定
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

4
法
量
に
つ
い
て

"
本
紙

・
封
紙

・
包
紙
各
々
の
法
量
、
継
紙
の
場
合
は
第

一

紙
か
ら
第
五
紙
ま
で
の
法
量
を
タ
テ

・
ヨ
コ
で
測
り
、
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
単
位
で

記
入
す
る
こ
と
と
し
た

(厚
さ
は
割
愛
)
。
ま
た
、
紙
数

・
行
数
の
項
目
も
同
じ

場
所
に
設
定
し
た
。

6
差
出

・
宛
所
に
つ
い
て

"
袖
判
の
場
合
も
差
出
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。

8
摘
要
に
つ
い
て

"
文
書
の
周
辺
的
情
報
に
関
わ
る
項
目
と
し
て
、
首
部

・
末

尾

・
外
題

・
証
判

・
裏
書

・
裏
花
押

・
封
紙

・
包
紙

・
押
紙

(付
箋
も
含
む
)
・

礼
紙

・
そ
の
他
、
の

一
一
項
目
が
検
討
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
別
々
の

欄
を
設
定
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
た
が
、
文
書
全
体
の
性
格
が
雑
多
で
あ
っ
て
、

た
く
さ
ん
欄
が
あ

っ
て
も
使
用
頻
度
は
あ
ま
り
高
く
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。

そ
こ
で
大
き
く

「摘
要
」
欄
と
し
て
設
定
し
、
そ
の
中
の
各
項
目
に
A
か
ら
K
ま

で
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
振
り
あ
て
て
、
該
当
す
る
場
合
に
は
、
ま
ず
上
の
項
目

欄
に
チ

ェ
ッ
ク
を
し
た
上
で
、
下
の
記
入
欄
に
内
容
を
記
入
す
る
と
い
う
方
式
に

落
ち
着
い
た
。

12
釈
文
に
つ
い
て

"
別
紙
と
し
て
二
五
字
×
二
五
行
の
独
自
様
式
の
原
稿
用
紙

を
作
成

・
使
用
し
、
文
書
番
号
、
文
書
名
を
記
入
し
た
上
で
釈
文
を
記
入
す
る
こ

と
と
し
た
。
用
紙
は
B
5
判
と
し
、
調
書
用
紙
と
釈
文
用
紙
を
セ
ッ
ト
と
し
て
把

握
す
る
方
式
を
と

っ
た
。

3
月
16
日

前
回
の
議
諭
を
ふ
ま
え
た
調
書
の
サ
ン
プ
ル
が
佐
藤
調
査
員
か
ら

示
さ
れ
、
細
部
が
議
論
さ
れ
た
が
、
穴
あ
け
パ
ン
チ
の
位
置
等
が
変
更
さ
れ
た
に

と
ど
ま
り
、
最
終
的
な
調
書
様
式
が
決
定
し
た
。
続
い
て
実
際
の
文
書
調
査
に
入

り
、
文
書
群
番
号

〔9
〕
の
雑
文
書
か
ら
着
手
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
調
査
は
二

人

一
組
で
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
雑
文
書
を
構
成
す
る
各
括
を
分
担
し
て
、
調
書
を

作
成
す
る
方
針
を
と

っ
た
。

右
の
経
緯
で
決
定
し
た
調
書
用
紙

・
釈
文
用
紙
を
、
実
際
の
記
入
例
を
添
え
て
、

末
尾
に
掲
げ
る
。

四

文
書
調
査
と
写
真
の
撮
影

・
整
理
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三
月

一
六
日
に
実
際

の
整
理
作
業
に
着
手
し
て
の
ち
、
下
記
の

一
八
回
に
わ

た

っ
て
調
査
を
実
施
し
た
。
作
業
は
、
史
料
編
纂
所
の
大
会
議
室
ま
た
は
中
会
議

室
を
お
借
り
し
、
お
お
む
ね
水
曜
日
の
午
前

一
〇
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
の
時
間

帯
に
行

っ
た
。
春

・
夏
の
休
暇
中
に
は
時
期
を
設
定
し
て
集
中
的
に
行

い
、
学
期

中
は
月
二
回
程
度
と
し
た
。

3

月

23

日

(火

)
、

3

月
3
0
日

(火

)
、

4

月

21

日

(水

)
、

5

月
1
9
日

(水

)
、

6

月

2

日

(水

)
、

6

月

16

日

(水

)
、

6

月

23

日

(水

)
、

7

月

7

日

(水

)
、

7

月

13

日

(火

)
、

7

月

14

日

(水

)
、

7

月

16

日

(金

)
、

9

月

22

日

(水

)
、

9

月

29

日

(水

)
、

10

月

13

日

(水

)
、

10

月

27

日

(水

)
、

11

月

17

日

(水

)
、

11

月

24

日

(水

)
、

12

月

15

日

(水

)

一
一

月

一
七
日
の
調
査
で
、
雑
文
書

の
す
べ
て
の
文
書
に
つ
い
て
調
書

・
釈
文

の
作
成
を
終
了
し
、
つ
い
で
調
書

・
釈

文

・
写
真
焼
付
を
村
井
の
も
と
に
集
中
し

て
、
点
検
を
行

っ
た

(
一
二
月
現
在
、
作
業
中
)。
雑
文
書
は
性
格
規
定

の
難
し

い
文
書
や
難
読
の
文
書
が
多
く
、
未
解
決
の
問
題
が
多
少
残

っ
て
い
る
が
、
参
加

者
は
み
な
ね
ば
り
強
く
研
鎭
を
積
ん
で
い
る
。
調
書

・
釈
文

・
報
告
書
の
形
で
の

成
果
の
ほ
か
に
、
古
文
書
解
読
の
実
習
と
し
て
も
有
効
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

調
書
の
記
載
内
容
は
、
作
業
者
ご
と
に
多
少
の
バ
ラ
ツ
キ
は
あ
る
が
、
点
検
作
業

の
な
か
で
修
正
が
可
能
で
あ
り
、
既
定

の
方
針
で
進
め
て
い
く
こ
と
に
問
題
は
な

い
と
判
断
さ
れ
る
。

一
一
月
二
四
日
か
ら
は
、

つ
ぎ
の
文
書
群
と
し
て

〔19
〕
結
城
白
川
文
書
を
選

び
、
『白
河
市
史

・
資
料
編
2
中
世
』
や
高
田
研
究
員
作
成
の
カ
ー
ド
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
調
書

・
釈
文
の
作
成
を
開
始
し
た
。

以
上
の
文
書
調
査
と
雁
行
し
て
、
未
撮
影
文
書

の
撮
影
を
実
施
し
、
あ
が
っ
て

き
た
焼
付
を
写
真
帳
に
編
成
す
る
作
業

(
一
二
月
現
在
進
行
中
)
を
行

っ
た
。
文

書
の
閲
覧

・
公
開
に
備
え
る
と
と
も
に
、
調
査
の

一
部

(た
と
え
ば
釈
文
の
作
成

な
ど
)
を
写
真
を
も
と
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
原
文
書
を
保
護
す
る
こ
と
が
目
的

で
あ
る
。
こ
の
間
人
文
社
会
系
研
究
科
に
お

い
て
、

C
O
E
形
成
基
礎
研
究

「象

形
文
化
の
継
承
と
創
成
に
関
す
る
研
究
」
(代
表
、
青
柳
正
規
教
授
)
が
発
足
し
、

そ
の

一
部
と
し
て

「
日
本
史
学
研
究
室

・
史
料
編
纂
所
所
蔵
史
料
の
画
像
史
料
学

的
研
究
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
研
究
組
織
と
も
連
携
し
て
上

記
の
作
業
を
進
め
る
こ
と
と
な

っ
た
。

調
査
開
始
の
時
点
で
、
文
学
部
所
蔵
文
書
は
、
写
真

の
有
無
と
い
う
観
点
か
ら

つ
ぎ
の
三
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
分
類
さ
れ
た

(伊
川
調
査
員
の
調
査
に
よ
る
)
。
現

在
、
ジ
ャ
ン
ル
B

・
C
に
つ
い
て
も
史
料
編
纂
所
か
ら
焼
付
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

必
要
な
す
べ
て
の
写
真
が
手
許
に
そ
ろ

っ
て
い
る
。

A

す
で
に
研
究
室
に
写
真
の
あ
る
も
の

一
九
九
三
年
に
史
料
編
纂
所
が
撮
影
し
た
部
分
の
焼
付
を
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、

法
隆
寺
文
書

・
大
徳
寺
文
書

・
寿
寧
院
文
書

・
長
崎
文
書

・
相
模
文
書

・
遍
昭
心

院
文
書

・
結
城
白
川
文
書
の
七
文
書
群
。
約
七
〇
〇

コ
マ
。

B

史
料
編
纂
所
所
蔵
フ
ィ
ル
ム
よ
り
焼
き
付
け
て
も
ら
う
べ
き
も
の

す
で
に
史
料
編
纂
所
が
撮
影
し
て
い
る
が
、
本
研
究
室
に
焼
付
が
な

い
も
の
。

合
計

一
五
六

一
コ
マ
。
東
大
寺
文
書

(
6
1
7
1
.
6
5
/
2
7

、
五
冊
)
・
観
世
音
寺
文
書

(
6
1
7
1
.
9
1
/
7
5

)
・
東

寺

文

書

(
6
1
7
1
.
6
2
/
1
4
9

)
・
雑

文

書

(
6
1
7
1
.
0
2
/
2
9

、
三

冊
)
・
由
良
文
書

(
6
1
7
1
.
3
3
/
2
0

)
・
斑
島
文
書

(
6
1
7
1
.
9
2
/
4
9
)

の
六
文
書
群

に

つ
い
て
は
、
写
真
帳
が
史
料
編
纂
所
の
書
庫
に
配
架
さ
れ
て
い
る
が
、
長
福
寺
文

書
と
御
成
敗
式
条

(法
制
史
料
の
内
)
に
つ
い
て
は
未
入
架
で
あ
る
。

C

あ
ら
た
に
撮
影
が
必
要
な
も
の

青
蓮
院
文
書
な
ど

一
三
文
書
群

(東
京
帝
国
大
学
文
学
部
所
蔵
文
書
目
録
稿
を
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含
み
、
小
河
文
書
を
除
く
)
で
あ
り
、
文
書
三
〇
六
点
、
巻
子

・
冊
子

・
括
な
ど

四
五
点
に
及
び
、
総
撮
影

コ
マ
数
は
二
五
〇
〇
程
度
と
推
定
さ
れ
た
。
五
～
六
月

に
二
度
に
わ
た

っ
て
史
料
編
纂
所
員
の
指
導
の
も
と
に
撮
影
講
習
会
が
開
か
れ
、

つ
い
で
六
月
二
三
日
、
七
月

一
三
日
、
七
月

一
四
日
、
七
月

一
六
日
に
文
書
の
撮

影
を
行

っ
た
。

[付
記
]

以
上

の
報
告
は
、
増
山
調
査
員
作
成

の
報
告
書
草
案

を
も
と

に
、
他

の
資
料

の

デ
ー
タ
を
も
加
え

て
、
村

井
が
と
り
ま

と
め
た
も

の
で
あ
る
。
な
お
、
上
記

か
ら
も

明
ら
か
な

よ
う

に
、
本
調
査

は
史

料
編
纂
所

及
び
青
柳
正
規

教
授

の
全
面

的
な
ご
協

力

に
よ

っ
て
可
能
と
な

っ
た
。
あ
ら
た

め
て
感
謝

の
意
を
表
す

る
次
第

で
あ

る
。

文書撮影の様子

文書調査の様子
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